
 

 

 

 

【県立高校入試、そして卒業式】 
明日からの２日間、県立高等学校一般選抜試験が行われます。塩田中からも６７名の生徒が挑

みます。多くの人にとって最初に経験する「自分の意思で選び、努力し、挑む」大きな試練では

ないでしょうか。高校受験は、「どこで学びたいか」「何をしたいのか」「どんな自分になりた

いか」を考えるきっかけになります。また、結果だけでなく、そこに至るまでの過程が大きな財

産となり、結果をどう受け止め、どのように次につなげるかが、これからの人生を豊かにしてい

きます。さらに「できるかもしれない」「やってみよう」という気持ちが、これからの人生を支

えてくれるはずです。 

明日入試を控えた３年生のみなさん。持てる力を十分に発揮できることを心から祈っています。 

そして、３月６日（金）は卒業証書授与式です。中学校の教育課程が修了し、次の世界が始ま

ることを意味します。「中学校での学びの終わりと新たな生活の始まりを祝う日」と捉えること

ができるでしょう。卒業式を迎えるにあたり、３年生のみなさんには、ぜひ「どんな想いを持っ

て卒業式に臨むのか」をじっくり考え、その日を迎えてほしいと思います。 
 

【２年生 平和学習】 
 ２年生は、来年度の修学旅行に向け事前学習をしており、そ 

の一環として平和学習を行っています。 

そのような中、２月１８日に平和学習講話を行いました。講 

師は、久間在住の吉田幸子さん・吉田照彦さんでした。吉田幸 

子さんは、「戦後８０年の節目に、中学生に戦争中の体験を話 

し、平和について考えてほしい」との思いで講話をしてくださ 

いました。  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 唐泉山を仰ぎみて 

嬉野市立塩田中学校 

「学校だより N o 1 2 」 

令 和 ８ 年 ３ 月 ２ 日 

文責 ：校長  宮﨑武司 

 
       「心豊かに ともに 伸びる」 

～ 仲間とともに伸びる 教師とともに伸びる 保護者・地域とともに伸びる ～ 

学校教育目標 

【２年１組 生徒感想】 

 吉田さんの話を聴き、「平和」とは何かを改めて深く考えさ

せられました。特にお話の中で心に残ったのは「失われてから

気付くのでは遅い」という言葉です。今、私たちが当たり前に

送っている毎日や、友達と過ごす何気ない時間は、一度失われ

てしまったら取り戻すことができません。平和が壊れる前に、

その尊さに気付き、守っていくことの大切さを強く実感しまし

た。また、「平和は一人じゃなくて、みんなでつくるもの」と

いう言葉を聞いて、自分にできることが見えてきた気がしま

す。みんな元気に、みんな仲良く、笑顔で過ごせる日々こそが

一番の幸せであり、その幸せを自分たちの手で広げていくこと

が、平和への第一歩なのだと思いました。戦争という悲しみを

二度と繰り返さないでいいように、人が人として生きられるよ

うに、一人一人が手を取り合うことが必要なのだと感じまし

た。過去を変えることはできないけれど、過去から学び、より

良い未来を創ることはできると私は思いました。 



【嬉野市青少年弁論大会】 
 ２月に、嬉野市青少年弁論大会が行われました。塩田中からは２名の生徒が最優秀賞の

表彰を受けました。今回は２名のうち１名の生徒の作文を紹介します。もう１名は次回の

学校だよりで紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「背中を押してくれる存在」 二年生 

 「やってみない。」何気ないその言葉が、私の背中を押してくれました。挑戦することが苦手

な私にとって、その言葉は魔法の言葉となりました。「積極的に行動したい。」そのように目標

を立て、心に決めても、授業中の発言や行事ごとの実行委員などに、なかなか手を挙げることが

できませんでした。結局は口だけで終わることがほとんどでした。失敗を恐れ、挑戦を避けてし

まう自分に、モヤモヤすることが何度もありました。 

そのような中で、いくつかの挑戦する機会が私に与えられました。 

 一つ目は、職場体験です。将来の夢として歯科に関わる仕事をしたいと思っていたため、体験

先として歯科医院を紹介されました。他の体験先は複数人で組まれている中、先生に「一人でや

ってみないか」と言われました。不安な気持ちが大きく膨らみ弾けそうになりましたが、自信を

つけるために良い機会だと思い、「やってみます」と返事をしました。緊張しながら取り組んだ

二日間でしたが、体験先の方々に支えられ、無事に終えることができました。体験後、「挑戦し

てよかった」と心から感じ、私は少しだけ強くなれた気がしました。 

 二つ目は、学級委員です。「学級委員になりたい人」と先生が言われました。私を含め、クラ

スの誰も手を挙げようとしませんでした。「やってみようかな」そう思いながらも、手を挙げる

ことをためらっていました。そう思った矢先、友達が「一緒に学級委員をしてみない」と声をか

けてくれました。背中を押してくれた友達のおかげで、私は学級委員に立候補することができた

のです。学級委員になり、友達と協力しながら学級をまとめることに専念しました。クラスのた

めに行動する責任感と充実感を味わうことができました。この貴重な経験をすることができたの

は、友達の存在だと改めて感じています。 

 三つ目に挑戦したのは、「生徒会長選挙」です。友達が生徒会長に立候補しました。その責任

者として、私を選んでくれたのです。人前で話すことが苦手な私でしたが、友達を応援したいと

強く思い責任者を引き受けました。責任者に選んでくれた友達のために、全校生徒の前に立ち、

友達を精一杯応援しました。生徒会長に立候補した友達の背中は、とても頼もしく、輝いていま

した。「私も勇気を出そう」そう思えた演説でした。 

 そこで私は、生徒会役員にエントリーしました。学校を支えていける存在になれるように、普

段の生活から見直し、何事にも挑戦していく自分でありたいと強く思ったからです。 

 この一年を通して、私はたくさんの人に支えられながら生活していたのだと気付くことができ

ました。特に、友達は一緒にいるのが当たり前の存在でした。見えていないことがたくさんあっ

たのだと改めて気付きました。支えてくれる人たちのためにも、自ら行動できる人でありたいと

思いました。先生や友達が、私に挑戦するきっかけを与えてくれたように、今度は私が、誰かの

心の奥にあるはずの挑戦する心に、寄り添えるような存在になりたいと思っています。 

 「やってみない」「一緒にやってみよう」そっと背中を押せるようなその魔法の言葉を、今度

は私が言えるような存在になりたいと思っています。 


